
令和4年度　7月　学校改善アンケート（保護者） 　　　前期課程
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1.学校は，学校行事の精選や部活動の複数顧問制などの｢働き方改革｣を進め，子ど

もと向き合う時間を確保するよう努めている。

2.学校は，体罰・不適切な指導の根絶等，コンプライアンスを遵守している。

3.学校は，義務教育学校として，全学年が一緒に活動できる行事を行っている。

4.お子様は，教科担任制の授業への興味関心が高まり，授業が楽しいと言ってい

る。

5.お子様は，授業が分かりやすいと言っている。

6.お子様は，ICTを活用した授業は楽しいと言っている。

7.学校は，お子様が家庭学習に取り組める工夫をしている。

8.学校は，学年に合った目標をもたせ，活躍できる機会をつくっている。

9.学校は，あいさつ運動や立哨の声かけをとおして，あいさつの励行に努めてい

る。

10.学校は，お子様が学校行事に積極的に取り組める工夫をしている。

11.学校は，子どもの個性を尊重するとともに，子どもの心に寄り添いながら指導

している。

12.お子様は，学校へ行くのを楽しみにしている。

13.学校は，お子様がいじめをしないなど，物事の善悪を判断しながら生活できる

ような指導をしている。

14.お子様は，悩みや困ったことなどを，先生に相談している。

15.学校は，食育などお子様が健康や安全に気を付けて生活できるような取り組み

をしている。

16.学校生活の中で，お子様は，運動に親しんでいる。

17.学校は，保護者や地域と協力して教育活動を推進している。

18.学校は，必要に応じ保護者と連絡をとりあったり，相談したりして，誠意を

もって対応している。

19.学校は，各種たよりやＨＰ，マチコミメールなどで，学校の様子を伝えてい

る。

当てはまる 大体当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
全体

○ ｢豊かな心と夢を持ち続ける児童生徒の育成｣(項目8～13)について評価が高い。(｢当てはまる｣｢大体当てはまる｣の割合が80％後半から90％台)

特に「あいさつの励行」「いじめをしないなど物事の善悪の判断についての指導｣への理解が得られている。

○ ｢地域とともにある学校づくり｣(項目17～19)についての評価も高い。日頃から，先生方が保護者や地域との関りをていねいに行っていること

が評価されている思われる。

▲ 家庭学習(項目7)についての学校の取り組みに対する評価が低い。今年度，｢学習の手引き｣の見直し(精選)を図り，冊子から端末への掲載への

移行を行ったが，児童生徒，保護者へ浸透していないように思われる。折に触れ伝えていくことも必要である。

▲ 悩みや困ったことなどを，先生に相談している(項目14)に対しての評価も低い。学年別に見ると，学年が上がるにつれて評価が高くなってお

り，低学年では，相談の様子が伝わりきれていないとも考えられる。ただ，結果を真摯に受け止め，これまで以上に子どもたちとの関りを深め，

相談体制を確立していくことを意識していきたい。

＜自由記述から＞

ご理解をいただくことができている意見が多い中，以下の内容についての指摘が多く見られた。

・iPadについて（持ち帰ることについて，使用方法について)

・お便りの電子化

・マチコミの連絡（遅い，急)

・行事の開催時期，内容

・その他（本戸方面の交通安全，後期課程のスクールバックの見直し，給食について)


